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令和４年３月１８日  

令和３年度 武蔵野市立第二小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                 校長名 松原 修 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

確
か
な
学
力 

 

指導計画に則った意図的、

計画的な授業 

【成果】 

❶保）お子さんは授業を楽しく

受けている。 

（肯定的評価 94.7％） 

②保）お子さんは学年に必要な

学力が身に付いている。 

（同 89.6％） 

❸保）学習指導を工夫して、学

習効果が上がるようにして

いる。 

（同 85.5％） 

【課題】 

❸児）授業のなかで、友達に自

分の考えを伝えたり、発表し

たりしていますか。 

（同 74.5％） 

Ｂ 

 

・感染症対策もあり、対話的な授

業については、十分にできなか

った面もある。 

 

・自分の考えを口頭で伝えたり発

表したりすることに苦手意識を

もつ児童は多い。ICTを活用した

表現方法も工夫していく必要が

ある。 

 

・武蔵野市民科については、継続

して取り組める単元を開発して

いく必要がある。 

 

・子供たちに個性があるように、教員にも個性が

あると思う。それぞれの教員の持ち味を生かし

た指導をしてほしい。 

 

・フリーペーパーの iisakaii を通じて、楽しく

効果的な授業をしていることを聞いた。また、

タブレットを使った原稿づくりにレベルの高

さを感じた。 

 

・武蔵野市民科については、まだよくわからない

点もあるが、今年の iisakaii のような社会と

子供たちがかかわるような取組は興味深い。 

 

ICT 機器の有効活用 

 

 

家庭学習 

【成果】 

④保）学習者用コンピュータを

活用し、児童の学習意欲を高

めている。（同 84.7％） 

❺保）学習習慣の確立のために

家庭学習など継続した指導

を行っている。（同 84.6％） 

Ｂ 

 

・学習者用コンピュータのより効

果的な活用法を確立するため、

指導計画を充実させる。 

・保護者と連携し、「二小タブレッ

ト使用ルール」を定着させる。 

 

・想像以上に子供たちが学習者用コンピュータ

を活用しているのに驚いた。今後どこまで使い

こなせるようになるのか楽しみだ。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

 

・今年度６年生がフリーペーパーiisakaii の取組ができたことは大変よかった。しかし、毎年同じ活動ができるわけではない。継続して取り組める

単元を開発していく。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

豊
か
な
心 

 

挨拶、二小のきまり・やく

そく 

 

 

正しい生活習慣 

【成果】 

⑥保）児童に挨拶やきまりを守

ることについて自覚を促し

ている。 

（同 93.6％） 

⑫保）児童が自らの健康に気を

付け、正しい生活習慣を身に

つけるよう指導している。 

（同 90.4％） 

Ａ 

 

・保護者アンケートでは高い評価

をいただいているが、児童の個人

差は大きく、継続して指導してい

く必要がある。 

・生活リズム表の活用について、

検討する。 

 

・二小の子供たちは、昔からよく挨拶ができる。

最近はかかわりが少ないため、顔を忘れられて

しまっているかもしれない。 

 

・子供が、夜遅くまでスマホをいじったり、ゲー

ムをしたりしていて困るという話を聞くことが

ある。 

 

友達のよさを認め、互いに

思いやりのある言葉をか

け合えるような指導 

【成果】 

❼保）人のよさを認め互いに思

いやりのある行動をとれる

よう指導している。 

（同 89.6％） 
Ｂ 

 

・保護者アンケートでは高い評価

をいただいているが、児童の個人

差は大きく、「なかよしグループ」

による異年齢集団活動や道徳科

の授業を充実させるなど、継続し

て指導していく必要がある。 

 

 

いじめの未然防止、早期発

見・対応・解決 

【成果】 

⑧児）安心して学校生活を過ご

すことができていますか。 

（同 86.9％） 

【課題】 

⑧保）学校はアンケート等を活

用し、いじめの未然防止や早

期発見及び的確な対応をし

ている。 

（同 65.4％） 

Ｃ 

 

・児童は、概ね安心して学校生活

を送っているが、保護者アンケ

ートでは、肯定的評価が 65.4％

と、他の項目に比べ低くなって

いる。「わからない」という回答

が 26.2％あったため、学校の取

組を、より積極的に周知してい

く必要がある。 

 

・二小は、子供たちが楽しく過ごせるよういつも

工夫されているので素晴らしいと思う。 

 

・自分の子が実際にいじめにあったりしないと、

学校の取組はわかりにくいかもしれない。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

 

・「二小タブレット使用ルール」はあるが、十分に活用、徹底できているとは言えない状況がある。保護者と連携し、「二小タブレット使用ルール」

を定着させる。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

健
や
か
な
体 

運動に親しむ態度・体力の

向上 

【成果】 

⑩保）体育の授業、休み時間の

外遊びを通して、運動に親し

む態度を養い、体力の向上に

取り組んでいる。 

（同 90.2％） 

Ａ 

 

・体力テストは、反復横跳びや握

力に課題が見られた。感染症対

策のため、体育的な活動の制限

は多いが、今後の指導に生かし

ていく。 

 

安全指導や避難訓練、各学

年の防災訓練 

【成果】 

❾保）登下校時の交通安全、日

常の生活安全及び災害に対

する安全指導、避難訓練等の

指導を徹底し、児童の安全と

命を守っている。 

（同 93.6％） 

Ａ 

 

・保護者アンケートでは高い評価

をいただいているが、気を緩め

ることなく引き続き指導を徹底

していく。 

 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・休み時間に担任も校庭に出て、子供たちと一緒に活動している。来年度も継続したい。 

 

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携 

各種たよりやホームペー

ジ等を活用した情報発信 

【成果】 

⓭保）各種便りやホームページ

等を活用して定期的に情報

を発信し、学校の様子を知ら

せようとしている。 

（同 97.4％） 

Ａ 

 

・本来であれば、学校公開等で、保

護者に直接教育活動を見ていた

だきたい。コロナ禍が継続する

場合は、分散による授業参観等

を積極的に行っていく。 

 

・学校に行く機会が減っているので、ホームペー

ジで学校の様子がわかるのはありがたい。 

新型コロナウイルス感染

症対策 

【成果】 

⑭保）コロナ禍でも児童が健康

で安全な学校生活を送るこ

とができるように配慮して

いる。 

（同 97.4％） 

Ａ 

 

・感染症対策も長期化しており、

慣れが見られる児童と、逆に、

極度に不安を感じている児童が

いる。児童の不安を煽ることな

く、引き続き感染症対策を行っ

ていく。 

 

・感染症対策の中、毎日、子供たちも大変だった

と思う。 

・新型コロナウイルス感染症があり、児童と接す

る機会がなくなり、学校の状況がわからない部

分が多いが、先生方も厳しい環境の中、頑張っ

ていると思う。高く評価したい。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・令和４年度は、感染症対策も変わってくることが予想されるため、保護者・地域の方々へ、教育活動を広く公開していきたい。 

 
 


